聖痕のような傷口からの雫 ── 李見心の詩におけるジェンダー意識の分析 by 林 美茂
1）李見心、女、1968 年生れ、遼寧省錦州在住、錦州市文聯に勤務。魯迅文学院と中國人民大学文学院での
文学研修、第 21 回青春詩会に参加、遼寧省契約作家、中国作家協会会員。1987 年に処女作発表以来、既
に長編小説『心灵捕手』、『有字天书』、詩集『初吻献给谁』、『比火焰更高』、『诗探索诗丛——李见心集』、『五
瓣丁香』等を出版した。
Quintessence Coagulated from Stigmata-liked Wound






































































































































































9）李见心『初吻献给谁』、沈阳出版社、1997 年第 1 版。P.2.




































































12）李见心『初吻献给谁』、沈阳出版社、1997 年第 1 版。Pp.70-71.


































































16）李见心『初吻献给谁』、沈阳出版社、1997 年第 1 版。Pp.109-110.
17）李见心『诗探索诗丛———李见心集』、太白文艺出版社、2007 年第１版。Pp.3-4.


































































































ついた／私が愛したことはなかったと」（『日記・8 月 12 日　夕焼け雲』）のように 28）。
こんな最低限のこともよくできない人が、どうして私の愛すべき人だろうか？そして「一
人の老いぼれた人／私の父よりも老いて　私と日増しに親しくなる／私は彼の年齢を心













































































































20 世紀 60 年代アメリカで興った女性主義運動の発展過程と期せずして一致していると
言わざるを得ない。女性主義運動はアメリカの富裕層の婦人達が平凡を拒絶し、独立、
平等な生存権利を求めたところから興っている。これに伴い、権利平等の問題の中に存
在する機会の平等と結果の平等が乖離している現象の問題が突き詰められるようにな
り、近年はその重点が基本的に性差問題の研究と指摘に移っている。上述の李見心の詩
36）同上、P.83.
37）同上、P.20.
38）李见心『诗探索诗丛———李见心集』、太白文艺出版社、2007 年第１版。P.26．
39）同上、P.62．
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に表現されている女性独立意識としての発展は、正にこうした三つの段階をかすかでは
あるが経験してはいるのではないだろうか？
男権主義の歴史の中で、男は女に凡庸さを求める以外、更に女が自分の審美趣味に合
うように求めた。実のところ、我々が現在認める女性の美しさといったもののは、ほと
んど男が与えたものであると言われている。例えば、男は恥ずかしがり、慇懃で感情を
内に秘めた女性が好みであるが、女性はほとんどその審美趣味を自分の美しさの標準と
している。しかしながら、李見心は意識的にこうした伝統に反発し、彼女の作品が表現
するものは熱烈で大胆であり、あるものは人を引かせるほど開放的である。男女関係の
嘘偽りの中で生きていく男達の前にいることに慣れていく中、彼女は自分の生命の現場
における細かく真に迫った感情と肉体の審美の真相を余すところ無く文字で描写してい
る。これによって彼女は、自分の詩によって「傷つけられた眼」（『聖なる鳥の天空』）
を見ざるを得なくなり、正にこうした傷によって、彼女と男の間に現れる「見慣れない」
亀裂が始まるのだ。
３、上の二つ以外にもうひとつ無視してはならない重要な原因は、彼女が物事の現象
からその背後にある真相を見ることができるという鋭さを持っていることである。彼女
は簡単に目の前の物事を信用したりはしない。それは彼女が「私達が見ている生活は生
活ではなく／生とは反対のものだ」（『風は今まで声を持ったことなどない』）とか、「聴
くことの出来る風の音は風の音ではなく／目に見える寂しさは寂しさではなく／触れる
ことの出来る愛情は愛情ではない」（『八日目』）と考えるからである。それ故、彼女は往々
にして物事の裏面、背後から、ひとつひとつの問題に深く隠されている不道理を暴き、
既定価値観のペテンをさらけ出させる。こうした特徴は彼女の詩の中に具体的に表現さ
れており、反義語の多用と巧妙な使い方、或いは相対する二つの事を対立的に叙述する
ことを通して、一句の詩の中または一段落の中において、思想と内包の巨大な張力が生
まれ、それらの詩に途絶えることなく予想外な深い思想と芸術的効果を発揮させている。
こうした詩句の例は枚挙にいとまがない、例えば
「私は死を誓って敵を愛し／永遠に生き続けながら愛する人を恨む」（『ファーストキ
スを誰かに捧ぐ』）。「親しさをもってあなたを遠ざけ／すっかり開放しながらあなたを
拒む」（『元叙述・季節』）。「あなたが後悔しないと言った時すでに後悔がやまない」（『字
詞』）。「ちょっと閉じるだけのやり方で開き／……大きく開け放つやり方で覆い隠す」
（『バラの秘密』）40）。「不存在のような真実／真実のような虚空」（『出番』）。「それは近
づいてきて遠くなり　もう届かないほど遠い／それはさわやかにぼんやりし　世を隔て
ているよう／それは真実に至りて真を失い／存在に至りて不存在になる」（『蝶々、ひと
40）李见心『比火焰更高』、中国文联出版社、2003 年第１版。P.167.
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つの詞として』）41）。また「栄光の恥辱」、「あざやかな腐乱」、「芳香の臭気」（『バラの
秘密』）等のようなレトリックで言葉を巧みに組み合わせる想像力を見せている。
このように矛盾した事物の間の意義的衝突を通し、対義語を並列して示したり対比さ
せながら使うことによって、彼女の作品は意外な深さを持ち、彼女の思想はたゆみなく
深く展開していった。李見心の詩句での言い方で言えば、それは「二つの相反する詞を
ください／天秤のように世界を公平にしてみせる」（『字詞』）であった。これはそれほ
ど考えもせずに口から出た言葉のようであるが、実は非常に重要な意味を持っている。
李見心はここに人と人の平等問題の考えを含ませているのだ。反義語同士が絶対的平等
かつ密接な関係にあるように、男と女もそうであり、意義的な面からしても働きの面か
らしてもその関係は平等かつ密接なのである。二種類の相反する事物の間に対立や矛盾
の関係が生じるのは、まさにそれらの力関係が均等であるからだ。
彼女が物事の表面を透かして観察することに長け、また物事の一面的に理解をせず、
その裏に隠された意義の真相を掘り出し、それと関係しまた相反する意義と作用を見つ
け出すが故に、彼女は必然的に自分が不平等な環境にいること、つまり男の付属物とし
て平凡と日常の中に生きるという境遇に甘んじなくなった。こうした境遇から抜け出す
為に、彼女は性別の差を考え、自分の女としての運命を考えるのだ。彼女はいろいろな
事物を逆向的に省察する中で、ひとつひとつの生命に隠されたもう片方の真実に触れて
いくのであった。これは一方では彼女の思想に冷静さと深さを与え、もう一方ではこの
発見の為に彼女に大きな精神的代償を払った。彼女は「耐え」なければならないと自分
に言い聞かせ、さらには「もう少し耐えて／そしたら羽が生えて仙人になり／蝶のよう
に飛び立つ」（『黄昏に耐える』）42）と夢見ている。しかし、実際には自分が見せかけの
事実の上で感情を費し、空虚を飾り立てることに耐えられるはずもないのである。
しかし、ひとつ無視できない事実は、成長して行く李見心の詩には、彼女の愛すべき
人がだんだんと人間性から神聖性を持つように移行していくという現象が日増しに顕著
になっていったことである。もしも初期の『ファーストキスを誰かに捧ぐ』でのその「誰
か」を、神聖的な存在として理解してよいものだとすれば、彼女が最初から自分が捧げ
ようとしたその対象はこの世界に存在しないことになり、であるならば、彼女が愛した
いその人は必然的に永遠に生まれることはない。「最初の母」と「最後の女」などのメ
タファーなイメージからは、すぐにイブの身分と役柄を思い出すが、初期の李見心は基
本的に肉体と人間性、動物性を保ったまま彼女のもう片方を探していた。しかしその後、
『元叙述』、『私の身体の周り』43）等では、彼女は肉体を保った存在としての、また「漏
41）李见心『诗探索诗丛———李见心集』、太白文艺出版社、2007 年第１版。P.31．
42）李见心『诗探索诗丛———李见心集』、太白文艺出版社、2007 年第１版。P.15．
43）李见心『比火焰更高』、中国文联出版社、2003 年第１版。P.50.
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れ穴」を持った存在としてのいろいろな出会いを省察、反省し始め、その後変化が起き
るのである。『私の身体の周り』では、はっきりと肉体に対する抵抗を表現し始める。
例えば「何処に行っても肉体を抜け出せない男と女」、「彼らはいちゃいちゃしないと続
かないし／いちゃいちゃし終わっても続かない」といったように。そして、これより後
の作品の中では、神聖性のイメージや叙述的暗示がだんだん多くなっていくのである。
彼女は、詩を「清らか過ぎて生まれ得ない人へ捧げ」（『室内生活』）なければならない
のだ、と宣言する。また、「その時、あなたはすぐに神から逃げ出した／私も人類から
逃げ出した」（『私を見て』）や、「風は私達が無から捏造した音だ／人類に代わって羊に
なる」（『風は従来から声を持ったことなどがない』）44）など、これらは初期と違ってはっ
きりした転換が見せている。そして近年に至り、詩の『言い出すのはもう愛情ではな
い』45）において、こうした神聖性の思考はピークになる。それは「あなたの名前には
生だけがあり、死はない／私の命の長さを超えて／人類の言語を超えて／時間の限界を
超えて」、「あなたは存在そのもの。秘密そのもの／炎よりも清らかで透き通り／ほこり
よりも清潔で／発生しないことよりも原始的で／原始よりも沈黙的で／人の指紋と唇を
ちょっとも濡らさない」という。そして『残りは全部あなたのもの』では 46）、更に「私
達は絶世の愛でノアの箱舟を造り、バラをオリーブの枝より前に芽を出させ／愛する人
よ、今回の人類を耐え過ぎれば／……残りは全部あなたのものだ」というように、彼女
の理想とした愛を示している。
こうした転換は、彼女の最初の個体としての存在から人類という集合概念の存在に昇
華したことであり、人類生存の大背景の省察に入ったことになるのである。これは本来
ならば深みのある超越であり、喜ばしい結果が生まれるはずである。しかし我々は、彼
女がこうした昇華と同時に、知らず知らずのうちに自分まで神聖性の存在にしてしまう
という幻覚の中に陥ってしまい、無意識の中で神の創世の企みを助長してしまっている
のに気付くのであった。即ち「今、私は自分の身心を片付けてきれいにしている／ひと
つの王朝が別の王朝を片付ける戦場のように／私はあなたを迎える準備をして、あなた
を迎える為だけに……／私の神聖な君主／……登場して／……あなたを迎える為に、今
の生を片付け終わった」（『出番』）である 47）。彼女はさらには自分を「精霊」、「天使」
と空想し、自分を「あなたは人間世界の美女ではなく／一匹の蝶を追って偶然人間界に
来たのだ／あなたは人間の存在の為にいるのではないのに／人間の悲哀の為に悲哀す
る」（『別人の賛美詩』）48）というような存在で措定する。我々は彼女の転換後のこうし
44）同上、pp.12-13.
45）李见心『诗探索诗丛———李见心集』、太白文艺出版社、2007 年第１版。pp.17-19．
46）李见心『诗探索诗丛———李见心集』、太白文艺出版社、2007 年第１版。p.5.
47）同上、p.4.
48）同上、p.6.
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た結果を望まないし、彼女が本当に、水辺に陥ってしまったあの美少年が自分に恋する
あまり水仙の花になって、水（鏡）の中で生き続けたようにはなって欲しくないのであ
る。
私は今までイブが禁断の果実を食べたのは蛇が唆したからだと思ったことはない。あ
れは人類自身の意志であり、また神が故意でやったことであるかもしれない。我々には
実在の肉体と欲望を与えられているのであって、たとえ苦難を伴うとしても、自分の生
命に属する快感を得てよいはずなのだ。神が完全な存在であるというのであれば、造物
主が創造した世界の全ての生き物も完全であるはずだ。人は被創造者のひとつとしてこ
の世界に来たのであり、我々は最初から自分が心から愛する人に出会うことができ、造
物主が与えてくれた生命を精一杯生きぬくべきである。しかし、多くの人が一生を流浪
して自分の片割れを探し、それを見つけ出しても、往々にして条件が合わなかったり、
能力が無かったりして身に得難い素晴らしさを獲得できずに終わっている。こうした現
象と結果には二つの答えだけがある。一つは、神と呼ばれる造物主の不在である。さも
なくんば、こうならないはずであろう。二つ目は、もし神の意志が存在するのであれば、
人の全ての苦難は全て神の陰謀であるということだ。人が望んでも得られぬ片割れを故
意に得させず、人に神を祀らせている。もしそうであれば、我々は神聖な存在を否定し
自分の足で立って今を生きるか、でなければ、神の存在と完全を信じると同時に、自分
が有限存在として完全でないという境遇を受け入れることが重要になってくる。故に
我々は、李見心が現実の感情的境遇から神の視野へ進み、行き過ぎた感情と理想という
存在しない世界に行って欲しくないのである。実際、李見心の感情理想は現代中国社会
で生きる多くの女性を代弁している。言い換えれば、李見心は現代中国社会で生きる多
くの女性の投影である。我々はいっそ、彼女が『羊の群れのような日々』ではっきりし
たように、自分も無数の人類の一人であって、一匹の羊のように生き、平凡な日々に追
われて、「私も草地にとどまるのが好き／草を食べて　けんかして　性愛を営む」ので
あり 49）、「肉体を着ずにあなたを愛す」る世界に住むように、中世修道院の修道女のよ
うな生活を送るわけではないのだ。こうした願いがあるため、我々は絶対に李見心の生
命審美をいきすぎた神聖性で解釈するべきではないし、もしそうしてしまったら、彼女
は恋に迷った鏡の中につなぎ止められ、生まれ得ぬ人が来るのを一生の間夢の世界で氷
のように冷たく待ち続けることになってしまう。
我々は女性としての李見心を見ることしかできないし、またそうしたいだけである。
彼女は凡庸を恐れ、逆に普通の男性が求めるのは女性の凡庸さであるがゆえに、彼女は
普通の男によって簡単に完成されうるものではないと運命づけられている。普通の男も
49）李见心『诗探索诗丛———李见心集』、太白文艺出版社、2007 年第１版。p.53．
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彼女と一緒に肉体の渇望を埋め合わせることができるかもしれないが、これは彼女によ
り大きな虚しさをもたらすだけであり、これによって彼女は自分のより深い「漏れ穴」（こ
れは彼女がよく使うイメージである）を発見することになるのだ。彼女は神に、その永
遠に生まれることのない存在に自分の企てることを完成させようとする。しかし、彼女
は自分の人としての、肉体を持つ存在としての現実を忘れ去ることはできない。彼女の
魂、彼女の精神は異性の媒介（たとえそれが神であっても男性であるはず）を必要とし
ても、それよりも重要なことは、自分で女性として神聖さに対する度重なる過酷な要求
から抜け出し、理想の歴史から現実の歴史の中へ歩み出し、今を生きる寛容さと体認を
通して、自分の好きな蝶のような、また鏡の深いところのような夢を幻として自覚し、
理想の拘りから現実の寛容へと成長して行き、だんだんと段階的な完成を遂げていくこ
としかないのである。
以上の李見心の作品で表現される審美傾向から見ると、彼女の全ての美意識は未だ現
代主義の範疇にとどまり、エリート意識の束縛を打ち破っていない。現代主義の思潮と
以前の浪漫主義、理性主義はみな専制、集権意識の産物であり、表現の仕方が異なるに
過ぎない。李見心がたゆみなく自己を完成させ、魂の餓えをしのぎたいと思うのであれ
ば、恐らくモダニズムに残留した凡庸を恐れる影の中から抜け出し、聖殿から降り出し、
ポストモダンの意識へと向かわなければならないだろう。ポストモダンは平等社会から
生まれたものであり、脱エリート主義の精神的核を持つため、たった今の日常の中に意
義を見いだせるのだ。であれば、平凡と日常の価値を如何にして体得するか、そしてポ
ストモダンの審美理想によって現実を再構成し、神聖性の中ではなく全ての事物や出会
いの中から今の存在意義を探し出す、これが詩人李見心が自己完成に向かう重要課題で
あろう。また、豊かさを手に入れつつ現今の中國女性達に共通な問題でもあるのだ。
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